
花開く季節、病院も・・・ 院長　　楠　洋子

　年度の始まりの季節であり、色とりどりの花が開く季節でもあります。希望の華も多く咲き、期待が膨ら
む季節でもあります。
　昨年の秋にご協力いただきました病院に対する患者様満足度調査の結果が出まして、入院に関しての総合
評価では各項目に90%前後の満足度を示していただ き、前回の平成18年度調査より20%以上上昇している
項目もあり感謝しております。しかし外来では通院期間に関して30%以上の満足度上昇が見られまし たが
12%下降している項目もあり、改善すべきご指摘と捉えて今後の指標にしたいと思っております。

　１年前の４月の“かわらばん”では「検診の勧め」と「病診連携」について述べさせて
いただきました。病診連携につきましては、その後地域の先生方との連 携の会（南大阪
７地区の医師会との共催）を発足させて情報交換などに勤めております。最近では特に
アレルギー内科に受診されておられる患者様を対象に、日 ごろの健康管理を近隣のかか
りつけ医の先生にお願いして、病状が不安定になった時や喘息の発作が起こった時には
即入院していただける体制にしております。ア レルギー疾患は近年の
治療法の進歩により、外来治療で治る率が高くなってきております。前

アレルギー内科部長がこの４月から非常勤となり、地域医療として 開業の先生方の診療所
で治療のお手伝いに回り、当センターとの橋渡しをしながら、患者様の病態管理を行って
いきます。院内では呼吸器内科とアレルギー内科 の医師を一体化させて、肺の病気に対し
てなるべく多くの専門医が関われるようなシステムにしております。
　先般からお知らせしておりますように、外来、病棟などの組織も診療科毎に統一した方
向に改編し、また看護体制も患者様10人に看護師1人の10対1から 7対1へと、手厚く看護できる体制を整
えて新たに出発いたしました。小児病棟はすでに７対１体制が始まっております。
　これらの改編が患者様に有効に花開くことを願っております。

<看護部の患者さまと共にシリーズ（４）>
看護の日　イベント 看護部

　看護の日の意義は、患者様のもつ自然治癒力を高めて頂くために、健康について色々考えることにありま
す。
この「自然治癒力を高める」という言葉は、看護の創設者であるナイチンゲ-ルが残した言葉です。
今年の�Â�”�Ú�x�z�®�ˆ�œ�s�w	ú�t�z���¢�w�M�Z�®�¯ としました。�µ�é�—�¨�ï�x�z�µ�Ú �  �çです。患者・家族
の皆さまと共に健康回復への取り組みを考えたいと思います。
主なイベントをご紹介します。
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（１）メタボリックのチェック　（２）アロマ手浴・・リラックスしましょう　（３）
当センターの看護活動の紹介　（４）専門看護師による相談コーナー　（５）趣味の手
作り作品の展示
など、盛り沢山の内容で皆さまのお越しをお待ちしております。
　また、１階のフロア-には、入院されている患者様の色々な思いが込められた俳句をご
紹介しております。
ゆっくりとご観賞下さい。２階イベント会場には、お茶も御用意しております。
皆さまお誘いのうえ、どうぞお越し下さい。

　* カンガルー教
室

● ４月　８日（水）・２２日（水） ● ５月１３日（水）・２７日（水） 午後１時半～

　* 喘息教室・理
学療法（小児科）

● ４月１６日（木） ● ５月２１日（木） 午後２時～

タバコフリー　ホスピタル（敷地内タバコ持ち込みゼロ！）を目指して
循環器内科主任部長　　荒木　良彦

　日本の人口は、2006年から減少に転じました。
　毎年109万人の赤ちゃんが生まれますが、それ以上の114万人が亡くなります。
死因の3割は癌、3割は心血管病です。また肺気腫による死亡も増えています。 これ
らの病気は当センターが専門としており、多くの方が通院・入院されています。 そ
してこれらは長年の喫煙に原因がある場合が多く、禁煙が治療上極めて大切となり
ます。
　喫煙は、本人に癌・心血管病・肺気腫などの病気をもたらす原因となりますが、
タバコの先から立ちのぼる副流煙のため本人以上に家族や周囲の人々に健康被 害を及ぼします。特に胎
児・赤ちゃん・子供への影響は大きく知能・身体発達障害や喘息をはじめとする呼吸器疾患など生涯にわた
るハンディを負わせる可能性 があります。
　当センターは、禁煙推進に努めています。病院の大きな仕事は検査・治療ですが、禁煙を広めて病気の予
防や治療効果の向上と進行・再発抑制につなげることも重要です。
　そのため当センターでは、6年前から段階的に禁煙環境の整備を進め、3年前からは敷地内全面禁煙、昨
年12月からは　「タバコフリー　ホスピタル（禁煙のみならず、タバコを持って来る事も禁止）」を掲げま
した。
　残念ながら　いまだに一部の患者様や来訪者の喫煙場面がみられますが、敷地内の無煙化は進んできてい
ます。患者様の療養環境を守り、社会へもメッセージ を発するタバコ対策における先進的医療施設であり
たいと考えていますので、是非とも禁煙推進にご協力をお願い致します。
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